
工場レイアウト設計の 5つの原則 
 

原則 2: 柔軟性の確保 

 

基本概念 

将来の変化に対応できる拡張性設計は、持続可能な工場
レイアウトの必要条件です。市場環境の変化、技術革
新、生産量の変動に柔軟に対応できるレイアウトを構築
することで、長期的な競争力を維持できます。 

柔軟性が求められる背景 

1. 市場環境の変化 

• 多品種少量生産化: 顧客ニーズの多様化 

• ライフサイクルの短縮: 製品の入れ替わりが加速 

• 需要変動の拡大: 季節変動や景気変動の影響 

2. 技術革新の加速 

• 設備の進歩: より高性能・小型化した設備の登場 

• 自動化の進展: ロボット化、IoT化への対応 

• デジタル化: Industry 4.0への対応 

3. 事業環境の変化 

• 拡張・縮小: 事業規模の変化 

• 製品ポートフォリオの変更: 新製品の追加、既存製
品の廃止 

• 規制変更: 環境規制、安全基準の変更 

柔軟性確保の設計手法 

1. モジュール式レイアウト 

基本概念: 

• 工程を独立したモジュール（セル）として設計 

• 各モジュールは標準化されたインターフェースを
持つ 

• 需要に応じてモジュールの追加・削除が可能 



設計ポイント: 

• 標準化された床面積: 6m×6m、8m×8mなどの標
準サイズ 

• 共通化されたユーティリティ: 電力、圧縮空気、通
信の供給点 

• 標準化された搬送インターフェース: コンベア、パ
レット規格 

実施例: 

• 電子部品工場: 実装ラインを 4セル×6セルのモジ
ュール構成に変更 

• 効果: 製品変更時のレイアウト変更期間を 4週間
→3日に短縮 

2. 可変式生産システム 

フレキシブル製造システム（FMS）: 

• 複数の工作機械を搬送システムで結合 

• コンピュータ制御による自動運転 

• 製品種類に応じた自動切り替え 

フレキシブル生産セル: 

• 多機能設備による複数製品対応 

• 段取り替え時間の最小化 

• 作業者の多能工化 

3. 拡張性を考慮した建築設計 

構造設計: 

• 無柱空間: 将来のレイアウト変更を容易にする 

• 標準的な柱間隔: 6m×6m、8m×8mなどの規格化 

• 十分な天井高: 将来の設備導入に対応 

インフラ設計: 

• 余裕のある電源容量: 将来の設備増設に対応 

• フレキシブルな配管: 変更可能な給水、排水、ガス
配管 

• 拡張可能な通信インフラ: 光ファイバーケーブルの
敷設 



業種別の柔軟性確保策 

印刷工場の場合 

設備配置の工夫: 

• 印刷機の移動可能な配置（レール式台車使用） 

• 後工程設備の標準化とモジュール化 

• 版保管システムの拡張可能設計 

製品対応力: 

• 様々な用紙サイズに対応可能な汎用設備 

• デジタル印刷とオフセット印刷の併用 

• 小ロット対応と大ロット対応の切り替え 

ディスク製造工場の場合 

クリーンルーム設計: 

• パーティションによる区画変更可能 

• FFU（ファンフィルターユニット）の増設可能設計 

• 新製品対応エリアの確保 

製造ライン: 

• 複数規格対応の汎用設備 

• 検査工程の段階的高度化対応 

• 包装仕様変更への対応 

配送センターの場合 

保管システム: 

• 可変式ラック（移動・高さ調整可能） 

• 季節商品対応の拡張エリア 

• 自動倉庫の段階的導入計画 

ピッキングシステム: 

• 複数のピッキング方式への対応 

• 商品特性変化への対応 

• 出荷量変動への対応 

投資効果の考え方 

初期投資とランニングコスト 



設計時の配慮: 

• 将来変更コストを初期投資時に織り込み 

• トータルコストでの最適化を図る 

段階投資: 

• 必要最小限での開始 

• 需要拡大に応じた段階的投資 

• キャッシュフローの最適化 

ROI（投資収益率）の向上 

変更コストの削減: 

• 従来の全面改修コスト︓平均 8,000万円 

• モジュール式での変更コスト︓平均 1,200万円 

• 85%のコスト削減効果 

生産機会損失の回避: 

• レイアウト変更期間の短縮 

• 生産停止期間の最小化 

• 新製品投入までの期間短縮 

実装ステップ 

ステップ 1: 将来予測と要求分析 

• 市場動向分析: 5-10年の需要予測 

• 技術動向調査: 関連技術の進歩予測 

• 事業計画との整合: 中長期事業計画の確認 

ステップ 2: 柔軟性要件の定義 

• 変更頻度の想定: 年間何回のレイアウト変更を想定
するか 

• 変更規模の想定: 部分変更か全面変更か 

• 対応期間の目標: 変更完了までの許容期間 

ステップ 3: 設計と評価 

• 複数シナリオの検討: 楽観・悲観・現実的シナリオ 

• 柔軟性の定量評価: 変更コスト、変更期間の試算 

• 投資対効果の分析: NPV、IRR等での評価 



ステップ 4: 段階的実装 

• パイロット運用: 小規模での試行 

• 効果検証: 想定通りの柔軟性が得られるか確認 

• 本格展開: 全体への適用 

成功事例における共通要因 

1. 経営層のコミットメント 

• 長期視点での投資判断 

• 初期コスト増への理解 

• 変化対応の重要性認識 

2. 段階的アプローチ 

• 一度にすべてを変更せず段階的に実施 

• 学習効果の活用 

• リスクの分散 

3. 標準化の徹底 

• 設備・インターフェースの標準化 

• 作業手順の標準化 

• 教育・訓練の標準化 


